
 

 
 

 

 

 

（アルバータ大学（カナダ）） 研修報告書 

（アーク溶接時の溶滴生成過程における電流値の挙動） 

工学研究科 機械物理専攻 羅暁妤 

 
1． はじめに 

 2019 年 8 月 7 日から同年 9 月 2 日の間，カナダのアルバータ大学において、共同研究を行った 

結果につて報告する. 

 

2． 共同研究テーマ 

私の現在所属する研究室では, 最先端の溶接の研究を行っている. その中で私は,ホットワイ

ヤ・ レーザ溶接法という，従来の溶接法には成しえなかった高品質・高能率な溶接継手を作製する

ための技術開発を進めている. アルバータ大学は，CCWJ という先進的な溶接技術開発を行うため

の研究施設を有している. アーク溶接に関する実験・研究実施のために, 幅広い機器

（GMAW,GTAW,SAW,SMAW）を導入している. 今回は, アルバータ大学と提携し，アーク溶接時の溶滴

生成過程における電流値の挙動について, 研究を行なった. 

 

3.共同研究スケジュール 

8月 8日 出国 

8月 12 日〜8月 29 日研究,結果報告 

9月 1日 帰国 

 

4.共同研究先の概要 

大学名:University of Alberta  

所在地:カナダ アルバータ州 エドモントン  

指導教員:Prof. Patricio Mendez  

 

5.研究内容 

5.1 概要 

アーク溶接はあらゆる産業分野で広く使用されている溶接の一種. アーク溶接過程での反応を

解析し, それを制御することを意図すれば当然各階段での反応を知る必要がある. CCWJ 研究室で

の従来の溶滴移行形態に関する研究は電圧値, 溶滴の温度, 熱分布などを検討項目にして, 実験

条件を変え, その関係を調査した. 今回は時間が限られているため, 電流値と溶滴温度の関係性

のみについて, 調査を行った. 

 

 

 

 



 

 
 

 

 

 

5.2 実験方法 

本実験では溶滴生成過程における電流値と溶滴温度の関係性を調査するために，添加ワイヤ，

シールドガスを同一のものとし，ワイヤ供給量およびワイヤ電流値のみを変えて実験を行った.     

溶接法は消耗性電極ワイヤを用いた GMA 溶接法である. 溶接条件を Table 5.1 に示す. また，実

験外観写真および溶接模式図を Fig.5.1 に示す.  

 

       

Fig. 5.1 Experimental appearance 

 

Table 5.1 Welding condition 

   

 

 

5.3 実験結果および考察 

本実験では, 消耗電極線がアーク熱等により溶融し, 溶滴が電極線先端に形成される. 今回の

溶滴移行の形態は, 3 種類に分類しており, グロビュール移行，トランジション移行，スプレー移

行である.ワイヤ送給速度から求めた電流値と溶滴温度の関係を Table 5.2 に示す. また，さまざ

まな電流での金属移行モードを Fig. 5.2 に示す. 

 



 

 
 

 

 

 

Table 5.2 Experimental result 

 

 

 

 

 

Fig. 5.2 Relationship between current value and droplet temperature 

 
 
 



 

 
 

 

 

 

5.4 結論 

金属移行モード図から, 電流値が大きいの方がワイヤ溶融速度が速いことがわかる. この点か

ら,電流値が溶滴の成長に起因していると考える. 

これらの実験より, GMAW の金属転移, 溶滴温度, ヒューム形成, 堆積速度, 熱分布に関するよ

り深い研究の為, 良いモデルを作った. 

 

6.まとめ 

留学生として海外で生活を行うのは初めてではないが，今回は共同研究先であるカナダの生活

はこれまでとは大きく異なる環境であった.カナダは多様性溢れる国で，研究室の学生のほとんど

が他国からの留学生であった. 様々な人，文化を体感し，自分の知見を広げることができた. こ

の経験により，アジア圏内における国々との違い，及びアジアと欧米における文化の違いを理解

し，さらに歴史的背景や言語についても学ぶことができた. 
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